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１．研究計画の概要
高次元対称空間の算術的離散商の部分多

様体に対するグリーン函数を出発点として、
相対跡公式、即ち、非正則保型関数の「周期」
の荷重平均をスペクトルサイド、離散群の両
側剰余類に付随して決まる表示式を幾何サ
イドとする和公式を興味ある具体的ないく
つかの場合に構成する。和公式を利用して保
型関数の周期のスペクトル平均値を詳細に
研究する。
２．研究の進捗状況
基本的な構成の出発点に設定されている連
結リー群Ｇとその連結対称部分群Ｈで分け
て述べる。(1) まず、G, H がいずれも階数１
の直交群で行列サイズの差が１の場合には、
対応する実双曲空間の算術商上のマース形
式の H スペクトル成分の２乗に関してラプ
ラス固有値に沿った平均値定理を証明する
ことができた（査読付き雑誌に採録予定）。
これは古典的なラプラス固有値の重複度の
漸金分布に関するワイル法則の類似と見な
される。さらに、実双曲空間がポアンカレ上
半平面の場合に、得られた平均値定理を特殊
化し、さらに A.Popa の Waldspurger 型の公
式を組み合わせることで、ある合成積Ｌ関数
の 1/2 での値のスペクトル平均値定理を導く
ことができた。
(2) G,Hユニタリー群で Hがある G の標準表
現のなかのある直線の固定部分群の場合,
G/H の離散系列表現に現れる non-tempered
ユニタリー表現を生成する保型形式の H 周
期積分の２乗平均値を保型形式のレベルの
関数と見なし、レベルを無限にしたときの漸
金挙動の主要項を決定した（査読付き論文と
して発表済み）。
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３．現在までの達成度
現在のところ、当初の計画に述べた方法に沿
って、特別な状況ではあるが、２つの主要な
結果が得られ公表できた。しかし、設定や枠
組みの一般化の達成度はまだ十分とは言え
ない。したがって、達成度を自己評価すれば
「②おおむね順調に進展している」と言える。

４．今後の研究の推進方策
推進方策は、すでに計画段階で詳述したもの
を発展させることに尽きる。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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